
 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 北九州市芸術文化振興財団 
 

 

  



 

 



 

公益財団法人 北九州市芸術文化振興財団 
 

Ⅰ 法人の概要（令和 8年 4月 1日現在） 

1 所在地 

    北九州市小倉北区室町一丁目 1番 1号 

 2 設立年月日 

    昭和 51年 4月 1日 

 3 代表者 

    理事長  山本 浩二（令和 8年 7月 1日就任） 

 4 基本財産 

    5,000千円 

 5 北九州市の出捐金 

    5,000千円(出捐の割合 100.0％) 

 6 役職員数 

  人     数 

  合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  11人  0人 1人 10人 

 常 勤   1人  0人 1人  0人 

 非常勤  10人  0人 0人 10人 

職 員  77人  7人 2人 68人 

 7 団体のミッション 

市民の芸術文化の振興に関する事業や埋蔵文化財の調査、研究及び保護等を行い、市民生活の向

上と市民の豊かな芸術文化の創造に寄与する。 

 

Ⅱ 令和 7年度事業実績 

《総括事項》 

 本財団は、市民の芸術文化活動の振興に関する事業を行うと共に、埋蔵文化財の発掘調査、研究及

び保護等を行い、文化の薫るまちづくりと市民の豊かな芸術文化の創造に寄与することを目的とし

ている。 

令和7年度も、引き続き北九州市より指定管理者の指定を受け、北九州市の文化拠点「北九州芸術

劇場」および全国的にも優れた音響効果を誇る音楽専用ホール「響ホール」（指定管理期間：令和7年

4月1日から令和10年3月31日）、市民の芸術文化活動支援施設「大手町練習場」（指定管理期間：令和

7年4月1日から令和12年3月31日）の3つの芸術文化施設等の管理運営を行っている。また、これらの

施設を活用し市民が優れた芸術文化に接する機会や市民の文化活動の場を提供する等、市域の芸術

文化活動の振興に取り組んでいる。 

 まず、舞台芸術の振興では、「北九州芸術劇場」を中心に「創る」「育つ」「観る」「支える」をコン

セプトに、オリジナルの舞台芸術作品の制作・上演による全国への発信、舞台芸術の手法を使った人

材育成や教育普及事業の実施、芸術性あふれる優れた公演を市民に幅広く提供するなど多様な事業

を行った。 

令和7年度は、平成24年度より実施する「Re:北九州の記憶」事業の新作「石炭の走る街」の上演と、

「7つのまちの物語」門司編・若松編のリーディング公演を行ったほか、地域で活躍するアーティス



 

トと協働し市民参加作品を創作する「キタゲキローカルアーティスト協働プログラム」の創造事業2

件、劇場開館より継続している小・中・特別支援学校の生徒を対象とする学校アウトリーチ「キタQ

アーティストふれあいプログラム」、高校卒業後の若年層をターゲットに、舞台芸術を体系的に学び

演劇作品の創作・発表までを行った「キタゲキスクール2025」等の学芸事業7件、「日韓合同公演『焼

肉ドラゴン』」、「最後のドン・キホーテ THE LAST REMAKE of Don Quixote」、「ダンス作品兼演劇作

品『ダンスの審査員のダンス』」等公演事業8件、関係団体との提携で様々なジャンルを公演する提

携・協力事業14件を実施した。 

次に、音楽文化の振興では、「響ホール」の基本方針を「創造と発信（創造・公演事業）」「育成と

継承（育成事業）」「地域連携による心豊かな社会の実現（連携・支援・地域文化振興事業）」「優れた

音楽環境を継ぐ」と定め、音楽専用ホールとしての特性を生かしたオリジナルコンサートの制作・公

演など質の高い音楽鑑賞機会の提供、音楽の手法を用いた人材育成・教育普及事業の実施、地域の音

楽文化の担い手の育成・継承を行うなど多様な事業を行った。 

令和7年度は、初心者にも開かれた平日ランチタイムコンサートの入場料を見直し、「響ホールへ

ようこそ！」としてリニューアルした。また、事業の柱である公演は「響リサイタルシリーズ」から

「響シリーズ」へ名称変更し、創造事業を含む多様な演奏形態を展開した。 

さらに、新たにインクルーシブ公演を実施し、市内特別支援学校の児童生徒を迎え入れるなど、認

知度向上と新たな観客層へのアプローチを進めた。 

育成事業としては、情操豊かな子どもたちの育成のため「北九州市少年少女合唱団」と「北九州市

ジュニアオーケストラ」の運営等を行った。 

2025北九州国際音楽祭では、名物企画となった「マイスター・アールト×ライジングスター オー

ケストラ」が世界水準の合唱団である東京オペラシンガーズを迎え、ベートーヴェン『第九』に挑ん

だ。また、本市出身の新進気鋭ピアニスト谷昂登が、世界最高峰の弦楽四重奏団「ハーゲン・クァル

テット」と共演した。本音楽祭でしか鑑賞できない世界水準の創造事業公演を提供するとともに、そ

の他の公演や教育・特別プログラム、協賛事業、組織委員会運営を通じて、地域音楽文化の拠点とし

ての役割を果たした。 

情報提供事業としては、芸術文化情報センターの運営及び公演情報誌「情報誌Q」の刊行、並びに

北九州市芸術文化情報サイト「かるぽー」の管理運営等により、市内の芸術文化活動の周知及び公演

情報の提供を行った。 

 その他、埋蔵文化財に関する発掘調査及び保存、調査研究や報告書刊行の事業と埋蔵文化財セン

ターの維持管理等を北九州市などから受託しており、令和7年度の発掘調査等については、発掘4件・

整理8件、合計12件の事業を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

《公益目的事業の実施状況等》 

《文化創造事業の実施》 

1 舞台芸術の振興 

(1) 創造事業 

北九州芸術劇場オリジナルの舞台芸術作品を制作し、公演を実施した。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数等 

公 1-1(1) 

「Re：北九州の記憶」 

①「7つのまちの物語」リーディング公演 

・門司編「カラオケ喫茶キミ」 

・若松編「若松積日物語」 

 

②「石炭の走る街」 

① 

・門司編 カラオケ房夢こころ  

7月 4日（金）～5日（土）   3公演 

・若松編 ウイングプラザ 

7月 19日（土）～20日（日）  2公演 

②北九州芸術劇場 中劇場 

10月 17日（金）～18日（土）  2公演 

 ① 

［門司編］ 

59人 

[若松編] 

87人 

②359人  

公 1-1(1) 

キタゲキローカルアーティスト協働プログラ

ム 

[ワークショップ]上津役市民センター 

9月 22日（月） 

他、創作の種となる地域へのリサーチ（地

域交流） 

8月～2月 

[ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ] 

8人 

 

 

(2) 学芸事業 

舞台芸術の手法を用い、人材育成・教育普及事業を実施し地域に貢献した。 

事 業 名 場所・時期等 参加者数 

公 1-1(3) 

キタ Qアーティストふれあいプログラム 

市内小・中学校、特別支援学校、特別支援学級  

①門司海青小学校、湯川小学校、北方小学

校 

②穴生中学校、中央中学校 

③高槻小学校、高生中学校 

④霧丘小学校、槻田小学校 

⑤中原中学校、大里柳小学校、八幡西特別

支援学校 

⑥大里南小学校、貴船小学校、寿山小学校 

⑦熊西小学校、中井小学校、本城中学校、 

徳力小学校（ギラダンス） 

9月～2月 

①有門正太郎 

197人 

②福田修志

179人 

③守田慎之介 

104人 

④大島匡史朗 

168人 

⑤セレノグ

ラフィカ 

53人 

⑥長与江里奈 

143人 

⑦乗松薫、

今村貴子 

307人 



 

公 1-1(3) 

舞台芸術表現者育成事業 

「キタゲキスクール 2025」 

北九州芸術劇場小劇場、創造工房 

4月～11月 

[講座計] 

195人 

[成果発表公演] 

145人 

その他 5事業 

後掲：(5)支援事業 1事業を含む 

北九州芸術劇場、市内各所 

5月～3月 
計 356人 

 

(3) 公演事業 

市民に、より良質な舞台芸術を提供した。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

公 1-1(2) 

「最後のドン・キホーテ 

THE LAST REMAKE  of Don  Quixote」 

北九州芸術劇場中劇場 

10月 25日（土）～26日（日）   3公演 
1,306人 

公 1-1(2) 

日韓合同公演 

「焼肉ドラゴン」（日本語字幕付き） 

北九州芸術劇場中劇場 

12月 6日（土）～7日（日）   2公演 
715人 

その他 6事業 

 

北九州芸術劇場中劇場、小劇場ほか 

4月～1月 12公演等 
計 2,468人 

 

(4) 提携・協力事業 

劇団やアーティスト、民間企業との事業連携等により、様々なジャンルの事業を実施した。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

公 1-1(5) 

舞台「世界の終りとハードボイルド・ワン

ダーランド」 

北九州芸術劇場大ホール 

2月 28日（土）～3月 1日（日） 3公演 
3,543人 

公 1-1(5) 

太めパフォーマンス「BIG Swans」 

 

後掲：(5)支援事業 

北九州芸術劇場小劇場 

3月 6日（金）～8日（日）   3公演 

[関連企画]過去作品上映  

北九州芸術劇場セミナールーム 

3月 6日（金）          1回 

[公演] 

251人 

[過去作品

上映]  

32人 

その他 12事業 

後掲：(5)支援事業 1事業を含む 

北九州芸術劇場 大ホール、中劇場ほか 

7月～3月              38公演等 
計 21,441人 

 

(5) 支援事業 

大ホール・中劇場・小劇場の各施設利用者に対して、「提案する劇場」をモットーに経験豊富な

スタッフがアドバイスを行い、市民の文化活動を支援するほか、地元劇団等の地域での作品創

造や上演の環境づくりを支援する事業を実施した。 

事 業 名 場所・時期等 参加者数 

地元劇団等支援 

（学芸、提携・協力事業） 

北九州芸術劇場 小劇場、創造工房 

8月～3月 3事業 
733人 



 

(6) 地域文化振興事業(受託事業) 

市民が優れた芸術文化に接する機会を提供するために公演事業を実施した。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

公 1-1(2) 公 1-2 

第 55回北九州市ファミリー劇場 

―角笛シルエット劇場― 

市内市民会館（門司・戸畑・若松）、 

黒崎ひびしんホール、北九州芸術劇場大

ホール 

5月 20日（火）～27日（火）  7公演 

※5月 25日（日）は休演日  

3,668人 

公 1-1(2) 公 1-2 

人形浄瑠璃「文楽」 

戸畑市民会館大ホール 

3月 4日（水）    2公演 
1,022人 

 

（7）その他 

地域に開かれた劇場として、より気軽に劇場へ足を運べる取り組みを行った。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

公 1-1(3) 

キタゲキヒラクプロジェクト 

①「行こう！劇場さんぽ」 

②「劇場ナイトツアー」 

③「キタゲキの森」 

①②北九州芸術劇場大ホール 

①8月 11日（月・祝） 

②3月 17日（火）  

③リバーウォーク北九州内  

募集期間： 

9月 17日（水）～12月 26日（金）  

掲出期間：2月 3日（火）～3月 22日（日）  

①64 

②43 

③ｱｲﾃﾞｱ数 

650 

 

2 音楽文化の振興 

(1) 創造事業 

響ホールオリジナルのコンサートを創造し、発信力の高い音楽文化の振興に取り組み、地域の

音楽文化を牽引する企画制作を行った。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

響シリーズ 

①アレクサンドル・メルニコフ 

×クァルテット・インテグラ 

②共鳴する音楽会（紀尾井ホール共催） 

[本公演] 公 1-1(2) 

①②響ホール 

①7月 5日（土） 

②2月 8日（日） 

[地域訪問コンサート] 公 1-1(3) 

②一枝小学校、尾倉中学校（響ホール） 

②1月 13日（火） 

[本公演] 

①337人 

 ②518人 

 

[地域訪問] 

112人 



 

北九州国際音楽祭 

①まるっと Enjoy！響ホールで夏休み 

②鳥羽咲音[チェロ]、鳥羽泰子[ピアノ] 

③住谷美帆、上野耕平  

サクソフォン デュオ リサイタル 

高橋優介[ピアノ] 

④ハーゲン・クァルテット[弦楽四重奏] 

with谷昂登[ピアノ] 

⑤マイスター・アールト 

×ライジングスター オーケストラ 

コンサートマスター 篠崎史紀 

ソリスト･合唱/東京オペラシンガーズ 

⑥三浦一馬[バンドネオン]、 

関朋岳[ヴァイオリン]、佐藤晴真[チェ

ロ]、ニュウニュウ[ピアノ] 

[本公演] 公 1-1(2) 

①～⑥響ホール 

①8月 10日（日） 

②11月 5日（水） 

③11月 9日（日） 

④11月 15日（土）  

⑤11月 23日（日・祝）  

⑥11月 29日（土）  

[関連事業] 公 1-1(3) 

楽しみかた聴きどころ講座  

[本公演] 

①466人 

② 93人 

③420人 

④529人 

⑤567人 

⑥481人 

 

 

(2) 公演事業 

音楽専用ホールである響ホールの特性を生かし、質の高い音楽鑑賞の機会を提供した。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

響シリーズ 

①周防亮介[ヴァイオリン] 

髙木竜馬[ピアノ］ 

②沖仁×大萩康司×小沼ようすけ 

“TRES”[ギター] 

[公演] 公 1-1(2) 

①②響ホール 

①6月 21日（土）   

②12月 20日（土）  

[公演] 

①304人 

②571人 

 

響ホールへようこそ！ 

①クァルテット・インテグラ 

[弦楽四重奏] 

②響ホール室内合奏団メンバーによる 

[弦楽四重奏] 

③姜建華[二胡]＆楊宝元[中国琵琶] 

[公演] 公 1-1(2) 

①～③響ホール 

①7月 2日（水）   

②9月 11日（木）  

③2月 13日（金）  

[地域訪問コンサート] 公 1-1(3) 

①引野ひまわり学園、介護老人保健施設 

伸寿苑  

7月 3日（木） 

②ひびきの小学校、本城市民センター 

9月 10日（水） 

[公演] 

①257人 

②267人 

③507人 

 

 

 

 

 

 

 



 

(3) 育成事業 

鑑賞者、アーティスト、アーツスタッフなど幅広く文化芸術の担い手を育成し、次世代に音楽

文化の継承を行った。 

事 業 名 場所・時期等 

NEW！楽しみかた聴きどころ講座 

公 1-1(3) 

響ホール、西日本工業大学小倉キャンパス 

5月 24日（土）～1月 12日（月・祝） 5回 

早期教育プロジェクト 2025 in 北九州 

公 1-1(3) 

響ホール 

2月 21日（土） 

その他 10事業 公 1-1(3) 公 1-1(2) 

後掲：(4)連携事業 5回を含む 

響ホールほか 

通年 

 

(4) 連携事業 

音楽の力を活かし、様々な団体等と交流・連携・協働しながら、地域の活性化や教育・福祉の

充実など、彩りある心豊かな社会の実現と魅力あるまちづくりに貢献した。 

事 業 名 場所・時期等 

地域訪問コンサート公 1-1(3) 
福祉・高齢者施設、市民センター、小学校、幼稚園 等 

7月 3日（木）～1月 23日（金） 16回 

ひびきつながるプロジェクト 

公 1-1(5) 公 1-1(3) 

響ホールほか 

通年 

その他 2事業 公 1-1(3) 
響ホールほか 

通年 

 

(5) 支援事業 

地域文化の振興を図るため、市民の音楽活動を支援する取り組みを行った。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

中学校合唱講習会 公 1-1(3) 
響ホール 

7月 23日（水）～7月 24日（木） 
314人 

その他 2事業 公 1-1(3)  公 1-2 
響ホール 

通年 
― 

 

(6) 地域文化振興事業(受託事業) 

市民が優れた芸術文化に接する機会を提供するために公演事業を実施した。 

事 業 名 場所・時期等 入場者数 

合唱組曲「北九州」演奏会 

公 1-2 

北九州ソレイユホール 

3月 8日（日）  
878人 

第 49回北九州少年少女合唱祭 

公 1-2 公 1-1(2) 

戸畑市民会館大ホール 

7月 6日（日） 
949人 

第 46回北九州市レディースコーラスフェ

スティバル 公 1-2 公 1-1(2) 

響ホール 

3月 20日（金・祝） 
950人 



 

3 芸術文化情報の収集及び提供事業 公 1-1(5) 公 1-2 

北九州芸術劇場＆響ホール「情報誌 Q」(年 3 回発行 7･11･3 月 10 日号／各 90,000 部)の刊行や、

北九州市芸術文化情報サイト「かるぽー」（ポータルサイト）及び芸術文化情報センターの管理運営

(来場者数 18,948人)などを行い、市内の芸術文化活動の周知や公演情報の提供を図った。 

 

4 北九州市文化芸術活動活性化支援事業 公1-1(4) 

(1) 北九州市文化芸術次世代育成事業TRY ARTs 

本市の文化土壌の継承と発展に寄与することを目的として、市民の自主的な文化芸術活動を対

象に、経費の一部を助成した。 

対象事業 交付件数 

令和 7年 7月 1日から令和 8年 3月 15日までの間に実施される市民の文化芸術活動 17件 

 

(2) 総合相談窓口事業 

市内で活動する、あるいは活動を検討している文化芸術関係者（個人・団体）のさまざまな相

談に対する無料の専門相談窓口を運営し、伴走的な支援を行った。 

 

《芸術文化施設の管理》公 1-2 

北九州市の指定管理者として、各文化芸術施設の管理を実施した。 

施 設 名 
令和 7年度 令和 6年度 増減比較 

利用件数 利用人員 利用件数 利用人員 利用件数 利用人員 

北九州芸術劇場 1,493 250,089 1,406 209,008 87 41,081 

響ホール 6,241 43,988 6,032 42,831 209 1,157 

大手町練習場 27,022 67,677 27,236 75,125 △214 △7,448 

計 34,756 361,754 34,674 326,964 82 34,790 

＊北九州芸術劇場（小劇場）は修繕工事により、令和7年12月1日～令和8年2月15日を閉館とした。 

 

《市有施設の維持管理》収 2 

響ホールをはじめとする指定管理施設「北九州市立国際村交流センター」について、利用者・入居者

が安全・快適に利用することができるよう適切に維持管理を行った。 

施 設 名 主 要 施 設 期 間 

国際村交流センター 

響ホール、八幡東生涯学習センター、北九州国際技

術協力協会、アジアカーボンニュートラルセンター

（環境局環境国際戦略課）、地球環境戦略研究機関、

資源環境ネットワーク、駐車場 

令和7年4月1日から 

令和10年3月31日まで

（指定管理） 

 

《埋蔵文化財の発掘調査研究》 

北九州市及び民間開発業者などからの委託を受け、埋蔵文化財の発掘調査、研究及び保存等を行い

文化の振興に寄与した。 

 

 



 

1 埋蔵文化財の発掘調査及び整理事業等 公 2-2(1) 

令和 7 年度折尾土地区画整理事業（堀川地区、17 街区）など 4 件の発掘調査を行うとともに､旦

過地区土地区画整理事業（令和 4・5年度分）など 8件の整理業務を行った｡ 

 

2 報告書等の刊行 公 2-2(1) 

令和 7年度旦過地区土地区画整理事業（令和 4・5年度分発掘調査分）など 全 6冊・6事業の埋

蔵文化財発掘調査報告書を刊行した。また、埋蔵文化財に関する調査研究として、年報及び研究紀

要を刊行した。 

 

3 埋蔵文化財に関する普及活動 公 2-2(2) 

(1) 遺跡発掘報告会 

令和 7年度に行った発掘調査のうち話題性の高い遺跡について市民対象に報告会を実施した。 

・令和 7年度の調査概要 

・石田・原遺跡第 7地点 5区（小倉南区） 

3月 8日(日) 

54名参加 

 

(2) 埋蔵文化財速報展 

最近の調査で出土した文化財を展示する埋蔵文化財速報展を下記のとおり実施した。 

第 1回 室町を掘る―室町遺跡第 14地点の調査から― 埋蔵文化財 

センター展示室 第 2回 小倉城下町の近代化－魚町遺跡第 3地点の調査から－ 

 

(3) 市民向け及び小・中学生向け考古学講座                       

市民及び小・中学生を対象にした考古学講座を下記のとおり実施した。 

市民・こども考古学講座 －勾玉作り－ 8月 23日(土)  39名参加 

 

4 北九州市立埋蔵文化財センターの維持管理 公 2-1 

埋蔵文化財の発掘調査や出土品その他の考古資料の整理、収蔵及び研究等を行う埋蔵文化財セン

ターの施設管理を受託し、維持管理を行った。 

施設名 主要施設 期間 年間入館者 

北九州市立埋蔵文化財センター 
展示室、整理作業室、 

事務室、収蔵庫 

令和7年4月1日から 

令和8年3月31日まで 
1,963名 

 

《地域文化の情報提供》 

1 北九州市芸術文化情報サイト管理運営 公 1-2 

市民が気軽に芸術文化に触れる機会のさらなる創出を図るため、閲覧しやすく使いやすいポータ

ルサイトを活用し、芸術文化に関する情報を一元的に広く発信した。 

掲載情報については、施設やジャンルのほか、さまざまなシーンを想定した検索機能を搭載する

など、利便性の向上を図り、市民が必要な情報を得やすい環境を整え、関係サイトとの連携強化等

を通じ、より効率的に情報へアクセスできる環境整備に取り組んだ。 

 



 

2 書籍の販売等 収 1(2) 

北九州市に関する各種の書籍を販売した。取扱い書籍は次のとおり。 

「北九州市史」（全10巻）、「火野葦平とゆかりの人びと」、「北九州市の野鳥たち」、 

「川が変えたまち」、「門司港レトロ物語」、「ひろば北九州バックナンバー」等 

 

《寄付制度》 収3 

 市民や企業等が芸術文化活動を支える仕組みを設け、財団の多様な財源確保および認知の拡大を

図った。寄付等による支援は、自主事業の充実等に活用し、地域における芸術文化の振興とその持続

的な発展を推進した。 



 

Ⅲ 令和7年度決算 

 1 貸 借 対 照 表(総括表) 

 令和 8年 3月 31日現在(単位：円) 

科     目 当 年 度 前 年 度 増  減 

Ⅰ 資産の部    

 1．流動資産    

現金預金 276,518,414 324,327,682 ▲ 47,809,268 

未収金 86,820,529 51,072,470 35,748,059 

貯蔵品 628,889 1,050 627,839 

前払金 105,400 1,138,210 ▲ 1,032,810 

    流動資産合計 364,073,232 376,539,412 ▲ 12,466,180 

 2．固定資産    

  (1) 基本財産    

     基本財産定期預金 5,000,000 5,000,000 0 

    基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0 

  (2) 特定資産    

     退職給付引当資産 21,949,896 20,090,743 1,859,153 

     施設利便性向上事業積立資産 33,218,130 43,290,390 ▲ 10,072,260 

     埋蔵文化財整理活用事業積立資産 24,578,290 26,784,658 ▲ 2,206,368 

情報発信力強化事業積立資産 42,385,399 47,580,111 ▲ 5,194,712 

指定管理施設備品購入積立資産 9,300,000 33,716,000 ▲ 24,416,000 
公益目的事業における雇用確保事業積立資産 59,726,000 0 59,726,000 

    特定資産合計 191,157,715 171,461,902 19,695,813 

(3) その他固定資産    

什器備品 1,055,310 1,674,701 ▲ 619,391 

出資金 10,000 0 10,000 

ソフトウェア 2,639,450 3,753,090 ▲ 1,113,640 

    その他固定資産合計 3,704,760 5,427,791 ▲ 1,723,031 

 固定資産合計 199,862,475 181,889,693 17,972,782 

    資産合計 563,935,707 558,429,105 5,506,602 

Ⅱ 負債の部    

 1．流動負債    

     未払金 124,622,137 185,224,875 ▲ 60,602,738 

     未払消費税等 7,942,300 16,299,600 ▲ 8,357,300 

     前受金 52,007,125 14,606,997 37,400,128 

     預り金 34,874,160 10,050,776 24,823,384 

     未払法人税等 141,000 141,000 0 

     賞与引当金 28,125,173 29,117,570 ▲ 992,397 

    流動負債合計 247,711,895 255,440,818 ▲ 7,728,923 

 2．固定負債    

     退職給付引当金 21,949,896 20,090,743 1,859,153 

    固定負債合計 21,949,896 20,090,743 1,859,153 

    負債合計 269,661,791 275,531,561 ▲ 5,869,770 

Ⅲ 正味財産の部      

1．指定正味財産    

地方公共団体補助金 1,606,550 2,444,750 ▲ 838,200 

    指定正味財産合計 1,606,550 2,444,750 ▲ 838,200 

(うち基本財産への充当額)  (0) (0) (0) 

    (うち特定資産への充当額) (0) (0) (0) 

 2．一般正味財産 292,667,366 280,452,794 12,214,572 

    (うち基本財産への充当額) (5,000,000) (5,000,000) (0) 

    (うち特定資産への充当額) (169,207,819) (151,371,159) (17,836,660) 

    正味財産合計 294,273,916 282,897,544 11,376,372 

    負債及び正味財産合計 563,935,707 558,429,105 5,506,602 

 

 



 

 

 

 2 正味財産増減計算書(総括表) 

 自 令和 7 年 4 月 1 日 

 至 令和 8年 3月 31日 (単位：円) 

科     目 当 年 度 前 年 度 増  減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部    

 1 経常増減の部    

(1)経 常 収 益    

基 本 財 産 運 用 益    

基 本 財 産 受 取 利 息 1,250 100 1,150 

基 本 財 産 運 用 益 計 1,250 100 1,150 

特 定 資 産 運 用 益    

特 定 資 産 受 取 利 息 13,000 501 12,499 

特 定 資 産 運 用 益 計 13,000 501 12,499 

受 取 会 費    

メ ン バ ー ズ 会 費 収 益 1,309,310 1,282,985 26,325 

受 取 会 費 計 1,309,310 1,282,985 26,325 

事 業 収 益       

指 定 管 理 事 業 収 益 1,265,834,000 1,205,231,919 60,602,081 

市 受 託 事 業 収 益 148,728,000 210,037,541 ▲ 61,309,541 

文 化 振 興 事 業 収 益 59,906,806 160,541,202 ▲ 100,634,396 

出 版 事 業 収 益 47,505 68,964 ▲ 21,459 

埋蔵文 化財事業収 益 23,660,300 17,894,700 5,765,600 

手 数 料 収 益 3,296,335 3,626,017 ▲ 329,682 

事 業 収 益 計 1,501,472,946 1,597,400,343 ▲ 95,927,397 

受 取 補 助 金 等       

受 取 国 庫 補 助 金 21,311,212 23,142,000 ▲ 1,830,788 

受取地方公共団体補助金 125,890,195 120,590,453 5,299,742 

受 取 民 間 助 成 金 4,610,000 6,493,000 ▲ 1,883,000 

受取補 助金等振替 額 838,200 838,200 0 

受 取 補 助 金 等 計 152,649,607 151,063,653 1,585,954 

受 取 負 担 金       

受 取 負 担 金 3,050,300 3,046,500 3,800 

受 取 負 担 金 計 3,050,300 3,046,500 3,800 

受 取 寄 付 金    

  受 取 寄 付 金 260,000 0 260,000 

受 取 寄 付 金 計 260,000 0 260,000 

受 取 協 賛 金    

  受 取 協 賛 金 1,381,500 0 1,381,500 

受 取 協 賛 金 計 1,381,500 0 1,381,500 

雑 収 益       

雑 収 益 833,127 622,059 211,068 

雑 収 益 計 833,127 622,059 211,068 

 経 常 収 益 計 1,660,971,040 1,753,416,141 ▲ 92,445,101 

(2)経 常 費 用       

事 業 費       

役 員 報 酬 6,463,000 6,338,000 125,000 

給 料 手 当 232,302,541 220,174,394 12,128,147 

臨 時 雇 賃 金 70,213,124 99,284,700 ▲ 29,071,576 

退 職 給 付 費 用 1,859,153 1,839,369 19,784 



 

科     目 当 年 度 前 年 度 増  減 

賞 与 引 当 金 繰 入 25,405,088 26,784,464 ▲ 1,379,376 

福 利 厚 生 費 57,139,468 56,141,915 997,553 

会 議 費 3,552 38,304 ▲ 34,752 

旅 費 交 通 費 4,658,820 4,625,550 33,270 

招 聘 旅 費 交 通 費 31,750,810 29,582,821 2,167,989 

通 信 運 搬 費 6,274,127 6,691,407 ▲ 417,280 

什器備 品減価償却 費 1,381,336 808,285 573,051 

ソフトウェア減価償却費 838,200 838,200 0 

消 耗 什 器 備 品 費 547,270 3,037,567 ▲ 2,490,297 

消 耗 品 費 20,292,263 28,054,501 ▲ 7,762,238 

修 繕 費 11,540,254 9,752,964 1,787,290 

印 刷 製 本 費 13,723,264 13,170,388 552,876 

燃 料 費 317,113 619,309 ▲ 302,196 

光 熱 水 料 費 33,919,600 33,960,734 ▲ 41,134 

賃 借 料 39,215,663 38,130,420 1,085,243 

著 作 権 使 用 料 463,766 509,824 ▲ 46,058 

保 険 料 2,646,010 2,533,707 112,303 

諸 謝 金 18,825,423 18,097,211 728,212 

租 税 公 課 40,042,610 44,016,400 ▲ 3,973,790 

支 払 負 担 金 465,961,934 448,719,182 17,242,752 

支 払 助 成 金 4,140,000 3,430,000 710,000 

委 託 費 489,111,470 534,215,893 ▲ 45,104,423 

工 事 請 負 費 1,466,520 7,042,970 ▲ 5,576,450 

支 払 手 数 料 5,580,355 13,052,446 ▲ 7,472,091 

広 告 宣 伝 費 15,632,665 13,521,717 2,110,948 

諸 会 費 314,360 224,760 89,600 

ケ ー タ リ ン グ 費 1,732,563 2,000,029 ▲ 267,466 

雑 費 501,476 497,972 3,504 

事 業 費 計 1,604,263,798 1,667,735,403 ▲ 63,471,605 

管 理 費       

役 員 報 酬 317,000 257,500 59,500 

給 料 手 当 23,064,623 21,586,678 1,477,945 

臨 時 雇 賃 金 2,551,839 0 2,551,839 

賞 与 引 当 金 繰 入 2,720,085 2,333,106 386,979 

福 利 厚 生 費 5,087,431 4,371,929 715,502 

会 議 費 9,253 7,649 1,604 

旅 費 交 通 費 159,420 324,640 ▲ 165,220 

通 信 運 搬 費 319,324 318,586 738 

什器備 品減価償却 費 0 1,262,800 ▲ 1,262,800 

ソフトウェア減価償却費 275,440 68,860 206,580 

消 耗 什 器 備 品 費 0 67,100 ▲ 67,100 

消 耗 品 費 414,175 727,157 ▲ 312,982 

修 繕 費 5,500 0 5,500 

印 刷 製 本 費 139,734 100,899 38,835 

燃 料 費 22,558 17,232 5,326 

賃 借 料 3,509,485 2,214,775 1,294,710 

保 険 料 72,120 70,450 1,670 

諸 謝 金 1,374,750 1,306,000 68,750 

租 税 公 課 2,399,790 1,977,350 422,440 

支 払 負 担 金 194,900 141,268 53,632 

委 託 費 1,331,973 761,640 570,333 

支 払 手 数 料 170,250 23,920 146,330 



 

科     目 当 年 度 前 年 度 増  減 

諸 会 費 141,000 171,000 ▲ 30,000 

雑 費 71,020 87,448 ▲ 16,428 

管 理 費 計 44,351,670 38,197,987 6,153,683 

 経 常 費 用 計 1,648,615,468 1,705,933,390 ▲ 57,317,922 

評価損益等調整前当期経常増減額 12,355,572 47,482,751 ▲ 35,127,179 

当 期 経 常 増 減 額 12,355,572 47,482,751 ▲ 35,127,179 

    

2 経常外増減の部       

(1)経 常 外 収 益       

そ の 他 の 経 常 外 収 益    

退職給付引当金取崩額 0 816,589 ▲ 816,589 

その他の経常外収益計 0 816,589 ▲ 816,589 

 経 常 外 収 益 計 0 816,589 ▲ 816,589 

(2)経 常 外 費 用       

 経 常 外 費 用 計 0 0 0 

当 期 経 常 外 増 減 額 0 816,589 ▲ 816,589 

税引前当期一般正味財産増減額 12,355,572 48,299,340 ▲ 35,943,768 

法人税、住民税及び事業税 141,000 141,000 0 

当期一般正味財産増減額 12,214,572 48,158,340 ▲ 35,943,768 

一般正味財産期首残高 280,452,794 232,294,454 48,158,340 

一般正味財産期末残高 292,667,366 280,452,794 12,214,572 

Ⅱ 指定正味財産増減の部    

一般正味財産への振替額    

一般正味財産への振替額 838,200 838,200 0 

当期指定正味財産増減額 ▲ 838,200 ▲ 838,200 0 

指定正味財産期首残高 2,444,750 3,282,950 ▲ 838,200 

指定正味財産期末残高 1,606,550 2,444,750 ▲ 838,200 

Ⅲ 正味財産期末残高 294,273,916 282,897,544 11,376,372 

  



 

Ⅳ 令和 8年度事業計画 

《概要》 

当財団は、市民の多様な芸術文化ニーズに対応し、優れた芸術文化に接する機会を提供すること、芸

術文化を通して青少年の育成をはかること、市内外に向けて芸術文化情報の発信に努めることなど、

様々な公演事業や育成事業、情報提供事業等を実施し、芸術文化の振興と芸術文化を核としたまちづ

くりを目指していく。 

 また、併せて北九州芸術劇場等の芸術文化施設の管理運営や文化財保護法に基づいた埋蔵文化財の

発掘調査を行う。 

さらに、文化に関する情報を広域かつ幅広い層に発信し、地域文化の振興に寄与していく。 

 

《文化創造事業の実施》 

 当財団が、令和 7 年度から指定管理者として運営する北九州芸術劇場、北九州市立響ホール、北九

州市立大手町練習場の 3 つの芸術文化施設等を中心に、市民の多様な芸術文化ニーズに対応した公演

事業や育成事業を実施し、芸術文化の振興に寄与する。 

 

1 舞台芸術の振興 

北九州市の舞台芸術の拠点施設である北九州芸術劇場において、「創る（創造事業）」「育つ（学芸

事業）」「観る（公演事業）」「支える（支援事業）」をコンセプトに、市民の多様なニーズに対応した

事業を実施する。 

(1) 創造事業 

北九州芸術劇場オリジナルの舞台芸術作品を制作し、公演を実施する。 

事 業 名 場所・時期等 

公 1-1(1) 

「Re：北九州の記憶」 

①リーディング公演「7つのまちの物語」 

リサーチ・取材・戯曲創作 小倉北区・南区 

通年 

②北九州芸術劇場＋市民共同創作劇 未来へつ

なぐ物語「石炭の走る街」 

12月  

公 1-1(1) 

キタゲキローカルアーティスト協働プログラム 

北九州芸術劇場小劇場 

2月 20日（土）～21日（日） 

3公演  

その他 1事業 市内施設ほか 1月～3月 

 

(2) 学芸事業 

舞台芸術の手法を用い、人材育成・教育普及事業を実施し地域に貢献する。 

事 業 名 場所・時期等 

公 1-1(3) 

ひとまち＋アーツ協働事業 

①図書館協働プログラム 

北九州市立八幡図書館 

6月～2月 

②高齢者生きがいプログラム 



 

北九州芸術劇場 小劇場、創造工房 

6月～2月 

③市民センター協働プログラム 

市内市民センター 

6月～2月 

公 1-1(3) 

舞台芸術表現者育成事業 

「キタゲキスクール 2026」 

北九州芸術劇場小劇場、創造工房 

5月～12月 

その他 6事業 

後掲：(5)支援事業 1事業を含む 

北九州芸術劇場ほか 

5月～3月 

 

(3) 公演事業 

市民に、より良質な舞台芸術を提供する。 

事 業 名 場所・時期等 

公 1-1(2) 

NODA・MAP第 28回公演「華氏マイナス 320°」 

北九州芸術劇場大ホール 

6月 6日(土)～14日(日)※9日(火)休演  8公演  

大人も一緒に子どもたちの劇場シリーズ 2026 

おどる絵本「みえるとかみえないとか」 

公 1-1(2) 

北九州芸術劇場中劇場 

8月 8日（土）             1公演 

公 1-1(3) 

※関連ワークショップ実施 

その他 6事業 
北九州芸術劇場中劇場、小劇場、響ホールほか 

5月～1月              11公演等 

 

(4) 提携・協力事業 

劇団やアーティスト、民間企業との事業連携等により、さまざまなジャンルの公演を実施する。 

事 業 名 場所・時期等 

公 1-1(5) 

彩の国シェイクスピア・シリーズ 2nd Vol.3 

「リア王」 

北九州芸術劇場 大ホール 

6月 19日（金）～21日（日）     4公演 

公 1-1(5) 

ゴジゲン 第 21回公演 

「ユリちゃんビヨンド（仮）」 

北九州芸術劇場 小劇場 

3月 4日（木）～7日（日）      5公演 

その他 8事業 

後掲：(5)支援事業 2事業を含む 

北九州芸術劇場大ホール、中劇場、小劇場 

5月～3月 

 

(5) 支援事業 

大ホール・中劇場・小劇場の各施設利用者に対して、「提案する劇場」をモットーに経験豊富な

スタッフがアドバイスを行い、市民の文化活動を支援するほか、地元劇団等の地域での作品創

造や上演の環境づくりを支援する事業を実施する。 



 

事 業 名 場所・時期等 

地元劇団等支援 

(学芸、提携・協力事業) 

北九州芸術劇場小劇場・創造工房 

4月～3月 3事業 

 

(6) 地域文化振興事業(受託事業) 

市民が優れた芸術文化に接する機会を提供するために公演事業を実施する。 

事 業 名 場所・時期等 

公 1-1(2) 公 1-2 

第 56回北九州市ファミリー劇場 

－角笛シルエット劇場－ 

市内市民会館（門司・戸畑・若松）、黒崎ひびし

んホール、北九州芸術劇場大ホール 

5月 19日(火)～26日(火)※24日（日）休演 

 7公演 

公 1-1(2) 公 1-2 

人形浄瑠璃「文楽」 

戸畑市民会館大ホール 

3月 4日(木) 2公演 

 

 （7）その他 

   地域に開かれた劇場として、気軽に劇場へ足を運べる取り組みや、劇場と市民との懸け橋とな

る市民ボランティア「キタゲキサポーター」活動の推進、これまでに創作したオリジナル作品の

上演会等を通し、舞台芸術の裾野を広げる機会を提供する。 

事 業 名 場所・時期等 

公 1-1(3) 

キタゲキヒラクプロジェクト 

北九州芸術劇場 

通年 

 

2 音楽文化の振興 

(1) 創造事業 

響ホールオリジナルのコンサートを創造し、発信力の高い音楽文化の振興に取り組み、地域の 

音楽文化を牽引する企画制作を行う。 

事 業 名 場所・時期等 

響シリーズ 公 1-1(2) 

バロック弦楽アンサンブル 

響ホール 

2月 6日（土）               

響ホールへようこそ！公 1-1(2) 

①みんなのうた こころのうた 

②チェロ＆コントラバス 低音の魅力 

③響ホール室内合奏団 

響ホール 

①8月 7日（金） 

②9月 3日（木） 

③1月 調整中 

北九州国際音楽祭 公 1-1(2) 

①まるっと Enjoy！響ホールで夏休み 

②森谷真理[ソプラノ] 西村 悟[テノール] 他 

③サロン・コンサート 調整中 

④西山まりえ [チェンバロ] 他 

⑤マイスター・アールト× 

ライジングスター オーケストラ 

響ホール、出光美術館(門司) 

①8月 16日（日）   ②10月 10日（土） 

③10月または 11月  ④10月 26日（月） 

⑤11月 21日（土） 

関連事業：楽しみかた聴きどころ講座 

     まろさんのヴァイオリンが上手くな 

るひみつ 

みんなのコンサート 



 

(2) 公演事業 

音楽専用ホールである響ホールの特性を生かし、質の高い音楽鑑賞の機会を提供する。 

事 業 名 場所・時期等 

響シリーズ 公 1-1(2) 
響ホール 

5月～7月 3公演 

響ホールへようこそ！ 公 1-1(2) 
響ホール 

5月 27日（水）            1公演 

2026北九州国際音楽祭 公 1-1(2) 
響ホールほか 

9月～12月 5公演 

 

(3) 育成事業 

鑑賞者、アーティスト、アーツスタッフなど幅広く文化芸術の担い手を育成し、次世代に音楽

文化を継承する。 

事 業 名 場所・時期等 

楽しみかた聴きどころ講座 公 1-1(2) 
響ホールほか 

5月～9月               4講座 

2026北九州国際音楽祭 教育・特別プログラム 

公 1-1(3) 

響ホールほか 

8月～11月              4事業 

アーツスタッフ養成講座 公 1-1(3) 
響ホールほか 

6月～12月              2事業 

その他 4事業 
響ホール 

通年 

 

(4) 連携事業 

音楽の力を活かし、様々な団体等と交流・連携・協働しながら、地域の活性化や教育・福祉の

充実など、彩りある心豊かな社会の実現と魅力あるまちづくりに貢献する。 

事 業 名 場所・時期等 

みんなのコンサート公 1-1(3) 

訪問コンサート 

市内小中学校ほか 

通年                14公演 

年長者研修大学校との連携事業 公 1-1(3) 
響ホール 

12月 14日（月）、15日（火） 

その他 6事業 
響ホールほか 

通年 

 

(5) 支援事業 

地域文化の振興を図るため、市民の音楽活動を支援する取り組みを行う。 

事 業 名 場所・時期等 

2026北九州国際音楽祭 協賛事業 公 1-1(3) 
市内で 9 月～12 月に開催されるクラシック音楽

等の公演を対象に公募 

響ホールお迎えバス 公 1-2 
貸館時に八幡駅までのお迎えバスを運行 

通年 



 

(6) 地域文化振興事業（市受託事業） 

市民が優れた芸術文化に接する機会を提供するために公演事業を実施する。 

事 業 名 場所・時期等 

第 50回北九州少年少女合唱祭 公 1-2 
戸畑市民会館 

7月 5日（日） 

2026北九州国際音楽祭 中学生の鑑賞教室 

公 1-1(3) 

響ホール 

9月 24日（木）、11月 13日（金） 

その他 4事業 公 1-1(3) 公 1-2 
北九州芸術劇場大ホールほか 

通年 

 

3 芸術文化情報の収集及び提供事業 公 1-1(5) 公 1-2 

北九州芸術劇場＆響ホール「情報誌 Q」(年 3回発行 7・11・3月 10日号/各 80,000部)の刊行

や、北九州市芸術文化情報サイト「かるぽー」（ポータルサイト）及び芸術文化情報センターの管

理運営などにより、市内の芸術文化活動の周知や公演情報の提供を図る。 

 

4 北九州市文化芸術活動活性化支援事業 公 1-1(4) 

(1) 北九州市文化芸術次世代育成事業 TRY ARTs 

本市の文化土壌の継承と発展に寄与することを目的として、市民の自主的な文化芸術活動を

対象に、経費の一部を助成する。 

 

(2) 総合相談窓口事業 

市内で活動する、あるいは活動を検討している文化芸術関係者（個人・団体）を対象に、さま

ざまな相談に対応する無料の専門相談窓口を運営し、伴走的な支援を行う。 

 

《芸術文化施設の管理》公 1-2 

市内にある芸術文化施設のうち、多目的に使用できる大ホール、演劇専用の中劇場、多機能に使用で

きる小劇場等を有する北九州芸術劇場、音響効果に優れた音楽専用の響ホール、また、音楽、演劇、舞

踊をはじめとする市民の芸術文化活動を支援する場である大手町練習場について、北九州市の指定管

理者として管理を実施する。指定管理の期間は、令和 7 年 4 月 1 日から令和 10 年 3 月 31 日まで（大

手町練習場については令和 7年 4月 1日から令和 12年 3月 31日まで）。 

 

《市有施設の維持管理》収 2 

響ホールをはじめとする指定管理施設「北九州市立国際村交流センター」について、利用者・入居者

が安全・快適に利用することができるよう適切に維持管理を行う。 

施設名 入居施設 期間 

国際村交流センター 

響ホール、八幡東生涯学習センター、北九州国際

技術協力協会、アジアカーボンニュートラルセン

ター（環境局環境国際戦略課）、地球環境戦略研

究機関、資源環境ネットワーク、駐車場 

令和7年4月1日から令和

10年3月31日まで（指定

管理） 

 

 



 

《埋蔵文化財の発掘調査研究》 

 北九州市及び民間開発業者などからの委託を受け、埋蔵文化財の発掘調査、研究及び保存等を行い

文化の振興に寄与する。 

1 埋蔵文化財の発掘調査及び整理 公 2-2(1) 

令和 8年度は、令和 8年度折尾土地区画整理事業（折尾駅南口線）など 7件の発掘調査の受託を

行うとともに、門司港地域複合公共施設建設事業（令和 5 年度・6 年度分）など 4 件の整理事業を

行う。 

 

2 報告書等の刊行 公 2-2(1) 

門司港地域複合公共施設建設事業など 全 3 冊・3 事業の埋蔵文化財調査報告書を刊行する。ま

た、埋蔵文化財に関する調査研究として、年報及び研究紀要を刊行する。 

 

3 埋蔵文化財に関する普及活動 公 2-2(2) 

埋蔵文化財に関する市民の理解を深めるため、市民考古学講座やこども考古学講座、遺跡発掘報

告会等を行う。 

 

4 埋蔵文化財センターの維持管理 公 2-1 

令和 8年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで､北九州市立埋蔵文化財センターの維持管理を行う。 

 

※埋蔵文化財調査室の移転 

令和 8 年度の北九州市立埋蔵文化財センターの移転に伴い、現センターに入居している埋蔵

文化財調査室も併せて移転する。 

  移転先：八幡東区尾倉二丁目 6番 5号（旧八幡市民会館） 

  移転時期：令和 8年度中 

 

《地域文化の情報提供》 

1 北九州市芸術文化情報サイト「かるぽー」(ポータルサイト)の管理運営 公 1-2 公 1-1(5) 

市民が気軽に芸術文化に触れる機会のさらなる創出を図るため、閲覧しやすく使いやすいポータ

ルサイトを活用し、芸術文化に関する情報を一元的に広く発信する。掲載情報については、施設や

ジャンルのほか、さまざまなシーンを想定した検索機能を搭載するなど、利便性の向上を図り、市

民が必要な情報を得やすい環境を整えている。今後は、関係サイトとの連携強化等を通じて、より

効率的に情報へアクセスできる環境整備を進める。 

 

2 書籍の販売等 収 1 

北九州市に関する各種の書籍を販売する。取扱い書籍は次のとおり。 

「火野葦平とゆかりの人びと」、「北九州市の野鳥たち」、「川が変えたまち」、「門司港レトロ物語」等 

 

《寄付制度》 収 3 

市民や企業等が芸術文化活動を支える仕組みを設け、財団の多様な財源確保および認知の拡大を

図る。寄付等による支援は、自主事業の充実等に活用し、地域における芸術文化の振興とその持続的

な発展を推進する。 



 

Ⅴ 令和 8年度予算 

   収支予算書(総括表) 自 令和 8 年 4 月 1 日 

 至 令和 9 年 3 月 31 日 (単位：千円) 

科  目 
公益目的 

事業会計 

収益事業 

等会計 
法人会計 

内部取引

等消去 
合  計 

Ⅰ 一般正味財産増減の部      

 1 経常増減の部      

(1)経 常 収 益      

基 本 財 産 運 用 益 2 0 0 0 2 

特 定 資 産 運 用 益 0 0 13 0 13 

受 取 入 会 金 0 0 0 0 0 

受 取 会 費 3,557 0 0 0 3,557 

メ ン バ ー ズ 会 費 収 益 3,400 0 0 0 3,400 

その他メンバーズ会費 157 0 0 0 157 

事 業 収 益 1,561,336 135,950 42,685 0 1,739,971 

指 定 管 理 事 業 収 益 1,117,575 129,580 42,685 0 1,289,840 

市 受 託 事 業 収 益 194,747 0 0 0 194,747 

文 化 振 興 事 業 収 益 198,510 0 0 0 198,510 

チ ケ ッ ト 収 益 189,769 0 0 0 189,769 

公 演 料 収 益 0 0 0 0 0 

物 販 収 益 0 0 0 0 0 

受 講 料 ・ 参 加 料 3,208 0 0 0 3,208 

そ の 他 事 業 収 益 5,533 0 0 0 5,533 

出 版 事 業 収 益 0 100 0 0 100 

購 読 収 益 0 100 0 0 100 

出 版 等 事 業 収 益 0 0 0 0 0 

埋 蔵 文 化 財 事 業 収 益 50,504 0 0 0 50,504 

発掘調査受託事業収益 50,474 0 0 0 50,474 

受 講 料 ・ 参 加 料 30 0 0 0 30 

手 数 料 収 益 0 5,800 0 0 5,800 

チケット送付手数料 0 0 0 0 0 

カ ー ド 送 付 手 数 料 0 0 0 0 0 

チケット販売手数料 0 1,000 0 0 1,000 

自販機等受取手数料 0 4,040 0 0 4,040 

そ の 他 手 数 料 0 760 0 0 760 

商 品 販 売 収 益 0 470 0 0 470 

商 品 販 売 収 益 0 470 0 0 470 

その他商品販売収益 0 0 0 0 0 

受 取 補 助 金 等 148,317 0 7,515 0 155,832 

受 取 国 庫 補 助 金 18,493 0 0 0 18,493 

文 化 庁 18,493 0 0 0 18,493 

受取地方公共団体補助金 122,685 0 7,515 0 130,200 

市 芸 術 文 化 振 興 122,685 0 7,515 0 130,200 

そ の 他 団 体 補 助 金 0 0 0 0 0 

受 取 民 間 助 成 金 6,300 0 0 0 6,300 

地 域 創 造 6,300 0 0 0 6,300 

芸 術 文 化 振 興 基 金 0 0 0 0 0 

そ の 他 助 成 金 0 0 0 0 0 

受 取 補 助 金 等 振 替 額 839 0 0 0 839 

受 取 負 担 金 3,123 0 0 0 3,123 

受 取 寄 付 金 1,000 0 0 0 1,000 

受 取 協 賛 金 1,000 1,000 0 0 2,000 



 

科  目 
公益目的 

事業会計 

収益事業 

等会計 
法人会計 

内部取引

等消去 
合  計 

雑 収 益 0 3,000 284 0 3,284 

そ の 他 雑 収 益 0 3,000 284 0 3,284 

積 立 資 産 取 崩 52,604 0 0 0 52,604 

経 常 収 益 計 1,770,939 139,950 50,497 0 1,961,386 

(2)経 常 費 用      

事 業 費 1,774,404 133,124 0 0 1,907,528 

期 首 棚 卸 残 高 0 0 0 0 0 

仕 入 高 0 384 0 0 384 

期 末 棚 卸 残 高 0 0 0 0 0 

役 員 報 酬 6,761 0 0 0 6,761 

給 料 手 当 265,168 6,021 0 0 271,189 

臨 時 雇 賃 金 94,263 0 0 0 94,263 

退 職 給 付 費 用 1,537 0 0 0 1,537 

賞 与 引 当 金 繰 入 24,843 559 0 0 25,402 

福 利 厚 生 費 72,932 1,147 0 0 74,079 

会 議 費 32 0 0 0 32 

旅 費 交 通 費 8,417 68 0 0 8,485 

招 聘 旅 費 交 通 費 45,706 0 0 0 45,706 

通 信 運 搬 費 10,087 213 0 0 10,300 

減 価 償 却 費 1,195 0 0 0 1,195 

消 耗 什 器 備 品 費 7,179 290 0 0 7,469 

消 耗 品 費 20,728 3,264 0 0 23,992 

修 繕 費 2,307 10,000 0 0 12,307 

印 刷 製 本 費 20,417 0 0 0 20,417 

燃 料 費 581 0 0 0 581 

光 熱 水 料 費 4,564 38,322 0 0 42,886 

賃 借 料 65,744 1,109 0 0 66,853 

著 作 権 使 用 料 761 0 0 0 761 

保 険 料 4,122 200 0 0 4,322 

諸 謝 金 25,248 0 0 0 25,248 

租 税 公 課 45,189 2,936 0 0 48,125 

支 払 負 担 金 490,632 811 0 0 491,443 

支 払 助 成 金 4,500 0 0 0 4,500 

委 託 費 505,418 67,625 0 0 573,043 

工 事 請 負 費 3,687 0 0 0 3,687 

支 払 手 数 料 18,079 75 0 0 18,154 

広 告 宣 伝 費 21,046 0 0 0 21,046 

諸 会 費 244 0 0 0 244 

ケ ー タ リ ン グ 費 1,846 0 0 0 1,846 

雑 費 1,171 100 0 0 1,271 

予 備 費 0 0 0 0 0 

管 理 費 0 0 53,858 0 53,858 

役 員 報 酬 0 0 562 0 562 

給 料 手 当 0 0 26,049 0 26,049 

臨 時 雇 賃 金 0 0 2,941 0 2,941 

退 職 給 付 費 用 0 0 0 0 0 

賞 与 引 当 金 繰 入 0 0 2,720 0 2,720 

福 利 厚 生 費 0 0 6,164 0 6,164 

会 議 費 0 0 25 0 25 

旅 費 交 通 費 0 0 389 0 389 

招 聘 旅 費 交 通 費 0 0 60 0 60 



 

科  目 
公益目的 

事業会計 

収益事業 

等会計 
法人会計 

内部取引

等消去 
合  計 

通 信 運 搬 費 0 0 431 0 431 

減 価 償 却 費 0 0 276 0 276 

消 耗 什 器 備 品 費 0 0 100 0 100 

消 耗 品 費 0 0 890 0 890 

修 繕 費 0 0 30 0 30 

印 刷 製 本 費 0 0 406 0 406 

燃 料 費 0 0 40 0 40 

光 熱 水 料 費 0 0 0 0 0 

賃 借 料 0 0 5,262 0 5,262 

著 作 権 使 用 料 0 0 0 0 0 

保 険 料 0 0 100 0 100 

諸 謝 金 0 0 1,446 0 1,446 

租 税 公 課 0 0 3,583 0 3,583 

支 払 負 担 金 0 0 208 0 208 

支 払 助 成 金 0 0 0 0 0 

委 託 費 0 0 1,830 0 1,830 

工 事 請 負 費 0 0 0 0 0 

支 払 手 数 料 0 0 75 0 75 

広 告 宣 伝 費 0 0 0 0 0 

諸 会 費 0 0 171 0 171 

ケ ー タ リ ン グ 費 0 0 0 0 0 

雑 費 0 0 100 0 100 

予 備 費 0 0 0 0 0 

経 常 費 用 計 1,774,404 133,124 53,858 0 1,961,386 

当 期 経 常 増 減 額 ▲3,465 6,826 ▲3,361 0 0 

 2 経常外増減の部      

(1)経 常 外 収 益 0 0 0 0 0 

過 年 度 損 益 修 正 益 0 0 0 0 0 

(2)経 常 外 費 用 0 0 0 0 0 

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0 0 0 

他 会 計 振 替 額 1,550 ▲1,550 0 0 0 

税引前当期一般正味財産増減額 ▲1,915 5,276 ▲3,361 0 0 

法 人 税 等 0 1,000 0 0 1,000 

当期一般正味財産増減額 ▲1,915 4,276 ▲3,361 0 ▲1,000 

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 220,270 44,674 15,509 0 280,453 

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 218,355 48,950 12,148 0 279,453 

Ⅱ 指定正味財産増減の部      

受 取 補 助 金 等      

受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 

一般正味財産への振替額 839 0 0 0 839 

当期指定正味財産増減額 ▲839 0 0 0 ▲839 

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 1,605 0 0 0 1,605 

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 766 0 0 0 766 

Ⅲ 正味財産期末残高 219,121 48,950 12,148 0 280,219 

  



 

Ⅵ 役 員 名 簿 等 

 1 役 員 名 簿 

令和 8年 7月 1日現在 

役 職 名 氏 名 備    考 

理 事 長 山 本 浩 二 (公財)北九州市芸術文化振興財団理事長 

理 事 郷 田 郁 子 
北九州市教育委員会委員 

株式会社ミーガルワークス代表取締役 

〃 森  茂 樹 NHK 北九州放送局長 

〃 古 浦 修 子 
九州女子大学人間科学部 

心理・文化学科教授 

〃 篠 崎 史 紀 ヴァイオリニスト 

〃 辻󠄀 田 淳 一 郎 九州大学大学院人文科学研究院教授 

〃 羽 田 野 隆 士 北九州商工会議所専務理事 

〃 龍  亜 希 北九州芸術劇場プロデューサー 

監 事 吉 水 請 子 極東ファディ株式会社取締役 

〃 岩 佐 健 史 北九州市会計室長 

 

  



 

 2 市との特命随意契約の状況(令和 7年度実績) 

市からの特命随意契約による委託の状況 左のうち政策連携団体からの再委託の状況 

委託業務名 

委託 

金額 

(千円) 

特命理由 
再委託の 

業務内容 

委託 

金額 

(千円) 

契約相手 契約方法 
特命随意契約の 

場合その理由 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘管理等

業務 

23,794 

文化庁の通知及び「九州地区

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な市内

業者および準市内業者で、本

市登録業者は公益財団法人北

九州市芸術文化振興財団のみ

であるため。 

電気設備保守点

検業務(北九州

市立埋蔵文化財

センター) 

290 
奈良﨑電気

管理事務所 

随意契約

(見積合わせ) 
 

消防設備保守点

検業務(北九州

市立埋蔵文化財

センター) 

383 

㈱北九州消

防設備保守

センター 

随意契約

(見積合わせ) 
 

エレベーター保

守点検業務(北

九州市立埋蔵文

化財センター) 

726 

東芝エレ

ベータ㈱九

州支社 

随意契約

(特命) 

製造メーカー以外

の業者では、交換

部品の安定供給や

迅速な故障解析等

の適切な保守点検

が困難であるた

め。 

機械設備保守点

検業務(北九州

市立埋蔵文化財

センター) 

165 

三菱電機ビ

ルソリュー

ションズ㈱ 

随意契約

(見積合わせ) 
 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

(令和 7 年

度 折尾土

地区画整理

事業（堀川

地区、17 街

区）) 

(発掘) 

20,064 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

（令和 7 年

度折尾土地

区画整理事

業 （ 27 街

区））（発掘） 

  

22,311 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

(令和 7 年度

横代南町山

手 1 号線道

路 改 築 事

業)（発掘) 

25,000 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 



 

市からの特命随意契約による委託の状況 左のうち政策連携団体からの再委託の状況 

委託業務名 

委託 

金額 

(千円) 

特命理由 
再委託の 

業務内容 

委託 

金額 

(千円) 

契約相手 契約方法 
特命随意契約の 

場合その理由 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

(令和 7 年度

旦過地区土

地区画整理

事業（令和

4・5 年度発

掘調査分）)

（整理） 

10,524 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

( 折尾 土地

区画整理事

業（30 街区）

（令和 6 年

度発掘調査

分）)（整理） 

12,037 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

(7 号線（富

士見工区）

街 路 事 業

（令和 6 年

度発掘調査

分）)（整理） 

7,326 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

(令和 7 年度

旦過地区土

地区画整理

事業（令和 6

年度発掘調

査分）)（整

理） 

6,536 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 

令和 7 年度 

埋蔵文化財

発掘調査等

業務 

(令和 7 年度

門司港地域

複合公共施

設建設事業

（令和 5・6

年度発掘調

査分）)（整

理） 

13,836 

文化庁の通知及び「北九州市

埋蔵文化財発掘調査基準」は、

実施主体について「原則とし

て自治体またはその設立に係

る発掘調査機関が実施する」

と規定されているが、本市で

の発掘調査が困難な場合の委

託先として、調査体制が整い

正確な発掘調査が可能な本市

登録市内業者および準市内業

者は、同財団のみであるため。 

再委託なし 



 

市からの特命随意契約による委託の状況 左のうち政策連携団体からの再委託の状況 

委託業務名 

委託 

金額 

(千円) 

特命理由 
再委託の 

業務内容 

委託 

金額 

(千円) 

契約相手 契約方法 
特命随意契約の 

場合その理由 

令和 7 年度

「中学生音

楽 鑑 賞 教

室」業務 

7,300 

当業務の趣旨は、思春期の感

受性の強い中学生に、芸術性

の高い音楽等を鑑賞させるこ

とによって、芸術を身近に感

じさせるとともに、豊かな情

操の育成を図ることである。

令和 7 年度は、今、最も注目

を集めるサクソフォン奏者・

住谷美帆と上野耕平による鑑

賞教室、そしてバンドネオン

奏者・三浦一馬らによるピア

ソラの魅力を探る鑑賞教室を

実施した。いずれも、北九州

国際音楽祭ならではの企画性

と専門性を備え、ここでしか

体験できない貴重性の高いプ

ログラムとなった。国内外で

活躍するトップレベルの芸術

家を招致し、かつ中学生のレ

ベルに応じた教育プログラム

としての演奏会を企画・運営

できる業者は、市内において

上記財団のみである。また、

上記財団が実施する北九州国

際音楽祭と本事業を一体的に

行うことで、会場設営や招致

等にかかる経費を削減できる

ほか、事務局の実績を活かし

た円滑な業務の実施が期待で

きる。以上の理由により、特

命するもの。 

再委託なし 

合 計 148,728  合 計 1,564  

 


